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会社の概況及び組織I.
1 事業の内容

2 沿革

経営の組織 （2021年7月1日現在）3
取締役会株主総会

代表取締役社長

経営会議

▲
 損害保険の引受け

損害保険業免許に基づき、損害保険の引受けを行っています。

▲
 資産の運用

保険料として収受した金銭等の資産の運用として、有価証券投資などを行っています。

▲
 他の保険会社の保険業に係る業務の代理または事務の代行

カーディフ生命保険株式会社の保険業に係る業務の代理及び事務の代行を行っています。

監査役会
保険計理人

2000年 3月 損害保険業免許取得
2000年 5月 カーディフ・アシュアランス・リスク・ディヴェール日本支店の営業開始
2000年 6月 地方銀行を契約者として最初の就業不能信用費用保険、失業信用費用保険の契約締結
2004年 7月 悪性新生物診断給付金特約付就業不能信用費用保険の提供開始
2005年 10月 急性心筋梗塞診断給付金特約、脳卒中診断給付金特約付就業不能信用費用保険の提供開始
2006年 6月 傷害保険の提供開始
2006年 8月 重度慢性疾患のみ保障特約、債務繰上返済支援特約付就業不能信用費用保険の提供開始
2010年 7月 金融機関の預金額に保険金が連動する預金付帯のがん保険を提供開始
2011年 12月 就業不能信用費用保険の特約として悪性新生物診断給付金特約（配偶者・女性用）の提供開始
2012年 4月 就業不能生活サポート保険の提供開始
2013年 10月 特定疾病および重度慢性疾患保障対象外特約の提供開始
2013年 12月 こども保険の販売開始
2014年 7月 団信のウェブ申込みサービス「クイック審査くん（当時）」を提供開始
2015年 4月 入院生活サポート保険の提供開始
2015年 12月 傷害保険の特約として傷害危険補償特約および臨時費用補償特約の提供開始
2016年 12月 就業不能信用費用保険の特約として悪性新生物先進医療給付金特約（配偶者用）の提供開始
2017年 4月 三井住友信託銀行株式会社との保険ビジネスにおける協業に合意
2017年 11月 居住不能信用費用保険の提供開始
2018年 4月 カーディフ・アシュアランス・リスク・ディヴェール日本支店から事業を継承しカーディフ損害保険株式会社として営業開始
2020年 6月 保険金・給付金オンライン請求サービスの提供開始
2020年 7月 住宅ローンを説明する対話型オンラインツール「ローンスマートナビ」の提供開始
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4 株式・株主の状況

株式の種類 発行可能株式総数 発行済株式総数
普通株式 1,000,000株 7,300株

株主名 所有株式数 発行済株式総数に対する
所有株式数の割合

カーディフ生命保険株式会社 7,300株 100%

6 役員の状況 （2021年7月1日現在）

取 締 役
役 職 名 氏 名

代表取締役社長 中 村  望
取締役（非常勤） ディビッド・シルモラー
取締役（非常勤） シー・シー・ウィ
取締役（非常勤） ジェイムズ・ギブソン
取締役（非常勤） 岩 熊  清 司

監 査 役
役 職 名 氏 名

監 査 役（常 勤） 荒 川  良 浩
社外監査役（非常勤） 福 島  純 夫
社外監査役（非常勤） 井 上  恵 介

4.1 株式の総数

5 会計監査人の状況

有限責任監査法人トーマツ

（注） 1.平均給与は3月中の税込定例給与であり、賞与及び時間外手当は含みま
せん。

2.当社は年俸制を採用しており、左記はその月額を表しています。

8 平均給与

区 分 2020年3月 2021年3月
内 勤 職 員 879千円 845千円

7 従業員の在籍・採用状況

区 分
在 籍 数 採 用 数 2 0 2 0 年 度 末

2019年度末 2020年度末 2019年度 2020年度 平均年齢 平均勤続年数
内 勤 職 員 176名 166名 0名 0名 45.0歳 6.5年

（ 男 子 ） 91名 86名 0名 0名 44.8歳 5.5年
（ 女 子 ） 85名 80名 0名 0名 45.3歳 7.6年

（注）1. 上記の職員はすべて当社の親会社であるカーディフ生命保険株式会社の職員で、業務の実態に基づき、当社への部分出向者及び100%出向者を
在籍職員数として記載しています。よって当社における採用はありません。

2. 従業員数は、取締役を兼務しない執行役員を含んでいます。 
3. 派遣社員及び臨時職員を含んでいません。    
4. 当社では、総合職・一般職の区別をしていません。また、当社には営業職員は在籍していません。

4.2 株主の状況

会
社
の
概
況
及
び
組
織 

I.
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1 直近5事業年度における主要な経営指標等の推移

項 目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

正味収入保険料  9,342   10,205   10,753   11,544   11,617 

経常収益  9,703   10,488   11,039   11,841   12,095 

経常利益  1,551   263   108   1,951   2,478 

当期純利益  1,399   157   11   1,314   1,697 

正味損害率 57.5% 53.6% 57.8% 53.2% 55.1%

正味事業費率 26.9% 28.6% 24.1% 19.4% 17.6%

資本金  2,433   2,433   3,650   3,650   3,650 
（発行済株式総数）  −   −    （7,300株）  （7,300株）   （7,300株） 

純資産額  4,080   3,239   7,211   8,460   10,160 

総資産額  11,035   12,057   18,336   21,122   23,701 

責任準備金残高  3,313   3,627   5,742   7,228   7,083 

貸付金残高  −   −   −   −   − 

有価証券残高  6,652   5,353   8,146   10,925   12,023 

ソルベンシー・マージン比率 697.9% 512.7% 744.4% 740.3% 1,059.3%

配当性向  −   −  0.00% 87.80% 0.00%

従業員数 142 名 168 名 169 名 176 名 166 名

（単位：百万円）

事業と財産の状況II.

1. 2016年度及び2017年度の資本金は、カーディフ・アシュアランス・リスク・ディヴェール日本支店のデータのため「持込資本金」となっています。
2. 2016年度及び2017年度の発行済株式総数及び配当性向については、外国保険会社の日本支店のため記載すべき事項がありません。なお、

2019年度の配当性向及びソルベンシー・マージン比率は、2020年6月30日の取締役会における株主配当に関する決議に基づく数値です。株主
配当については、2021年1月29日の取締役会にて支払決議の取消を決議しております。

3. 信託報酬、信託勘定貸出金残高、信託勘定有価証券残高及び信託財産額については、保険金信託業務を行っていないため記載すべき事項は
ありません。

（注）
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直近2事業年度における財産の状況2

2.1 貸借対照表
（単位：百万円）

科 目
2019年度末

2020年
3月31日現在

2020年度末
2021年

3月31日現在

（ 資 産 の 部 ）

現金及び預貯金  2,216  4,623 

預貯金  2,216  4,623 

有価証券  10,925  12,023 

国債  2,605  2,428 

地方債  2,467  1,887 

社債  757  1,000 

外国証券  5,094  6,707 

有形固定資産  103  81 

建物  73  60 

その他の有形固定資産  30  20 

無形固定資産  4,029  3,802 

ソフトウェア  324  351 

のれん  3,664  3,382 

その他の無形固定資産  40  68 

その他資産  1,714  1,288 

未収保険料  42  40 

代理店貸 0  0 

再保険貸  1,424  1,021 

外国再保険貸  4  0 

代理業務貸  20  22 

未収金  34  16 

未収収益  9  13 

預託金  110  110 

仮払金 0  0 

その他の資産  66  63 

繰延税金資産  2,133  1,880 

資産の部合計  21,122   23,701 

科 目
2019年度末

2020年
3月31日現在

2020年度末
2021年

3月31日現在

（ 負 債 の 部 ）

保険契約準備金  10,748  11,753

支払備金  3,519  4,670

責任準備金  7,228  7,083

その他負債  1,898  1,769

再保険借  765  755

外国再保険借  3  2

未払法人税等  525  229

預り金 0  1

未払金  542  720

仮受金  6  5

資産除去債務  54  54

役員退職慰労引当金  −  −

価格変動準備金  15  17

負債の部合計  12,661  13,541

  （ 純 資 産 の 部 ）

資本金  3,650  3,650

資本剰余金  3,650  3,650

資本準備金  3,650  3,650

利益剰余金  1,167  2,865

その他利益剰余金  1,167  2,865

　繰越利益剰余金  1,167  2,865

株主資本合計  8,467  10,165

その他有価証券評価差額金 △ 7 △ 5

評価・換算差額等合計 △ 7 △ 5

純資産の部合計  8,460  10,160

負債及び純資産の部合計  21,122  23,701

事
業
と
財
産
の
状
況

II.
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重要な会計方針

1. 有価証券の評価基準及び評価方法
有価証券（現金及び預貯金のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、その他有価証券のうち時価のあるものについては3月末日の市場
価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっております。
なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

2. 有形固定資産の減価償却の方法
有形固定資産の減価償却方法は、定額法によって行っております。

3. 無形固定資産の減価償却の方法

（1）自社利用のソフトウエアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。
（2）のれんについては、15年間の定額法によって償却を行っております。

4. 外貨建資産等の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債は3月末日の為替相場にて円換算しております。

5. 貸倒引当金の計上方法
貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に基づき計上しております。
なお、当期末において、貸倒引当金の計上はありません。

6. 価格変動準備金の計上方法
価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

7. 保険契約に関する会計処理
保険料、支払備金及び責任準備金等の保険契約に関する会計処理については、保険業法等の法令等の定めによっております。

8. 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。
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貸借対照表に関する注記事項

1. 会計上の見積りに関する事項

（支払備金）
（1）当年度の計算書類に計上した金額

支払備金　4,670百万円
（2）重要な会計上の見積りの内容に関する情報

保険契約に基づいて支払義務が発生した又は発生したと認められる保険金等のうち、未だ支払っていない金額を見積もり、支払備金として積み立てております。
① 算出方法

保険金等の請求があった保険契約については、請求内容、保険契約の内容及び調査内容等に基づき個別に支払見込額を計上しております。
保険金等の支払事由が既に発生しているものの、未だ請求を受けていないものについては、過去の支払実績等を勘案して算出した最終損害見積額
等に基づき計上しております。

② 翌年度の計算書類に与える影響
報告を受けた保険金等の支払特性（発生から報告までの期間、支払完了までの期間等）や損害調査の進捗等に基づき最終損害見積額の再評価を
行うことにより、支払備金の計上額が増減する可能性があります。

（表示方法の変更）
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号2020年3月31日）を当事業年度末に係る計算書類から適用し、計算書類に
重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

2. 金融商品の状況に関する事項及び金融商品の時価等に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針
当社の資産運用は、損害保険会社の資産及び負債の性格に基づき安全性・収益性・流動性に十分配慮しながら、中長期的に安定した収益の確保を
目指すことを運用の基本方針として、円貨建公社債等への投資を行っております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
当社の保有する金融資産は有価証券が大宗を占め、主に円貨建公社債（円貨建外債を含む）から構成されております。運用する有価証券は、国債、
地方債、政府保証債、円貨建外債などから構成され、「その他目的」区分で保有しております。これらは金利リスク及び信用リスクに晒されております。
金利リスクとは金利の変動により保有資産の市場価値が変動し、損失を被るリスクです。信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、
資産の価値が減少・消失し、損失を被るリスクです。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
金融資産に係る金利リスク及び信用リスク管理につきましては、当社のリスク管理基本規程ならびに資産運用方針に基づき、資産配分や金利感応度
及び信用供与枠の抵触状況をリスク管理担当部署が日次でモニタリングするとともに、四半期毎に投資委員会ならびにその上位機関である統合
リスク管理委員会へ報告する体制となっております。

（4）金融商品の時価等に関する事項
主な金融商品にかかる貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：百万円）
貸借対照表計上額 時価 差額

①  現金及び預貯金 4,623 4,623 −
②  有価証券 12,023 12,023 −

その他有価証券 12,023 12,023 −

3. 有形固定資産の減価償却累計額は65百万円であります。

4. 関係会社に対する金銭債権の総額は79百万円、金銭債務の総額は286百万円であります。

5. 繰延税金資産の総額は1,880百万円であります。
繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、保険契約準備金1,358百万円、税務のれん420百万円であります。当年度における法定実効税率は28.0％
であり、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異の主な内訳は、のれん償却額3.2％であります。

6. 当期末における支払備金及び責任準備金の内訳は次のとおりであります。
（支払備金）
支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） 6,295百万円
同上に係る出再支払備金 1,625百万円
差引（イ）  4,670百万円
地震保険及び自動車賠償責任保険に係る支払備金（ロ） −
計（イ＋ロ） 4,670百万円

（責任準備金）
普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 4,329百万円
同上に係る出再責任準備金 171百万円
差引（イ） 4,157百万円
その他の責任準備金（ロ） 2,925百万円
計（イ＋ロ） 7,083百万円

7. 1株当たり純資産額は、1,391,807円10銭であります。

8. 金額は百万円未満を切捨てで表示しております。

（注）時価の算定方法
① 現金及び預貯金

これらはすべて短期であるため、時価は帳簿価額に近似して
いることから、当該帳簿価額によっております。

② 有価証券　
3月末日の市場価格等によっております。
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2.2 損益計算書　　

科 目
2019年度

2019年4月 1日から
2020年3月31日まで

2020年度
2020年4月 1日から
2021年3月31日まで

経
常
損
益
の
部

経常収益  11,841  12,095
保険引受収益  11,566  11,762

正味収入保険料  11,544  11,617
支払備金戻入額  21  −
責任準備金戻入額  − 145

資産運用収益  30  52
利息及び配当金等収入  28  50
有価証券売却益  2  2

その他経常収益  244  280
経常費用  9,889  9,616

保険引受費用  6,728  6,463
正味支払保険金  5,961  6,193
損害調査費  181  205
諸手数料及び集金費 △ 899 △ 1,085
支払備金繰入額 −  1,150
責任準備金繰入額  1,485  −

資産運用費用  17  25
有価証券売却損 1  2
為替差損 1  4
その他運用費用  14  18

営業費及び一般管理費  3,143  3,128
その他経常費用 0  0

経常利益  1,951  2,478

特
別
損
益
の
部

特別利益 0  −
その他特別利益 0  −

特別損失 4  3
固定資産処分損 1  0
価格変動準備金繰入額 2  2
その他特別損失 0  0

税引前当期純利益 1,946 2,474
法人税及び住民税 724 524
法人税等調整額 △ 92 252
法人税等合計 632 776
当期純利益 1,314 1,697

（単位：百万円）
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損益計算書に関する注記事項

1. 関係会社との取引高の総額
関係会社との取引による収益の総額は5,300百万円であり、費用の総額は2,504百万円であります。

2. 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
収入保険料  15,109百万円
支払再保険料 3,492百万円
差引 11,617百万円

3. 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。
支払保険金 7,953百万円
回収再保険金  1,760百万円
差引  6,193百万円

4. 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。
支払諸手数料及び集金費 130百万円
出再保険手数料 1,215百万円
差引 △1,085百万円

5. 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。
支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く）1,658百万円
同上に係る出再支払備金繰入額　 508百万円 
差引（イ） 1,150百万円
地震保険及び自動車賠償責任保険に係る支払備金繰入額（ロ） −
計（イ+ロ） 1,150百万円

6. 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。
普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） △227百万円
同上に係る出再責任準備金繰入額 31百万円
差引（イ） △258百万円
その他の責任準備金繰入額（ロ）　　 113百万円
計（イ+ロ） △145百万円

7. 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。
預貯金利息　　 0百万円
有価証券利息・配当金 50百万円
計 50百万円

8. 1株当たり当期純利益は232,582円20銭であります。

9. 金額は百万円未満を切捨てで表示しております。
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科 目
2019年度

2019年4月 1日から
2020年3月31日まで

2020年度
2020年4月 1日から
2021年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前当期純利益（△は損失）  1,946   2,474 
減価償却費  94   113 
のれん償却額  281   281 
支払備金の増減額（△は減少）  △ 21   1,150 
責任準備金の増減額（△は減少）  1,485   △ 145 
退職給付引当金の増減額（△は減少）  −   − 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）  △ 1   − 
価格変動準備金の増減額（△は減少）  2   2 
利息及び配当金等収入  △ 28   △ 50 
有価証券関連損益  △ 0   △ 0 
支払利息 0 0
有形固定資産関係損益（△は益） 0 0
その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）の増減額（△は増加）  △ 317   429 
その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）の増減額（△は減少）  43   165 
その他  −   − 

小 計  3,485   4,422 
利息及び配当金等の受取額  47   68 
利息の支払額  △ 0   △ 0 
法人税等の支払額  △ 696   △ 818 

営業活動によるキャッシュ・フロー  2,836   3,673 
投資活動によるキャッシュ・フロー

預貯金の純増減額（△は増加）  −   − 
有価証券の取得による支出  △ 5,298   △ 3,304 
有価証券の売却・償還による収入  2,409   2,186 

資産運用活動計  △ 2,889   △ 1,117 
（営業活動及び資産運用活動計） ( △ 52） 2,555 

有形固定資産の取得による支出  △ 11   △ 0 
無形固定資産の取得による支出  △ 119   △ 148 
事業譲受による支出  −   − 
その他  −   − 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △ 3,019   △ 1,266 
財務活動によるキャッシュ・フロー 

配当金の支払額  −   − 
財務活動によるキャッシュ・フロー   −   − 

現金及び現金同等物に係る換算差額  −   − 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △ 183   2,407 
現金及び現金同等物期首残高  2,399   2,216 
現金及び現金同等物期末残高  2,216   4,623 

（注）現金及び現金同等物は、現金・預金（設定日から満期日までの期間が3ヵ月以内の定期預金を含む）及びコールローンです。

2.3 キャッシュ・フロー計算書　
（単位：百万円）
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1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項は次のとおりであります。 （単位：株）

株式の種類 当事業年度期首
株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

発行済株式
普通株式 7,300 ― ― 7,300

合計 7,300 ― ― 7,300

2. 配当に関する事項
該当事項はありません。

3. 金額は百万円未満を切捨てで表示しております。

株主資本等変動計算書に関する注記事項

（単位：百万円）

（単位：百万円）

2.4 株主資本等変動計算書

2019年度（2019年4月1日から2020年3月31日まで）

2020年度（2020年4月1日から2021年3月31日まで）

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・
換算差額等

合計
資本

準備金
資本剰余金

合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 3,650 3,650 3,650 1,167 1,167 8,467 △ 7 △ 7 8,460 
当期変動額
当期純利益 1,697 1,697 1,697 1,697 
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 1 1 1 

当期変動額合計 − − − 1,697 1,697 1,697 1 1 1,699 
当期末残高 3,650 3,650 3,650 2,865 2,865 10,165 △ 5 △ 5 10,160 

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・
換算差額等

合計
資本

準備金
資本剰余金

合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 3,650 3,650 3,650 △ 146 △ 146 7,153 57 57 7,211 
当期変動額
当期純利益 1,314 1,314 1,314 1,314 
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △ 64 △ 64 △ 64

当期変動額合計 　− 　　− 　− 1,314 1,314 1,314 △ 64 △ 64 1,249 
当期末残高 3,650 3,650 3,650 1,167 1,167 8,467 △ 7 △ 7 8,460 
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（注）上記については、保険業法施行規則第86条、第87条及び平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しています。

2.8 保険会社に係る保険金等の支払能力の充実の状況を示す比率
（ソルベンシー・マージン比率）

項 目 2019年度末 2020年度末

ソルベンシー・マージン総額 （A） 8,108 11,917

資本金等 7,314 10,165
価格変動準備金 15 17
危険準備金 − −
異常危険準備金 783 627
一般貸倒引当金 − −
その他有価証券評価差額金・繰延ヘッジ損益（税効果控除前） △10 △7
土地の含み損益 − −
払戻積立金超過額 − −
持込資本金等 − −
負債性資本調達手段等 − −
払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のうち、
マージンに算入されない額 − −

控除項目 − −
その他 5 1,114

リスクの合計額　  （R1 + R2）2 + （R3 + R4）2 + R5 + R6 （B） 2,190 2,249

一般保険リスク相当額   R1 2,068 2,122
第三分野保険の保険リスク相当額 R2 − −
予定利率リスク相当額   R3 0 0
資産運用リスク相当額   R4 317 388
経営管理リスク相当額   R5 48 51
巨大災害リスク相当額   R6 49 41

ソルベンシー・マージン比率　
（A）

（1/2）×（B）×100 （C） 740.3% 1,059.3%

（単位：百万円）

2.6 元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2.7 債務者区分に基づいて区分された債権

保険金信託業務は行っておりません。

資産の自己査定結果に基づき、開示すべき資産はありません。

2.5 リスク管理債権の状況

リスク管理債権はありません。
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損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や
積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を
積立てていますが、巨大災害の発生や、損害保険会
社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測
を超える危険が発生した場合でも、十分な支払能力
を保持しておく必要があります。
この通常の予測を超える危険を示す「リスクの合計額」

（P50表中B）に対する、損害保険会社が保有している
資本・準備金等の支払余力、すなわち「ソルベンシー・

マージン総額」（P50表中A）の割合を示す指標として、
保険業法等に基づいて計算されたのが「ソルベンシー・
マージン比率」（P50表中C）です。
ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社
を監督する際に経営の健全性を判断するために活用
する指標のひとつで、その数値が200％以上であれば

「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」
とされています。

ソルベンシー・マージン比率とは

資本金等 貸借対照表の純資産の部の合計額から、「株主配当等の剰余金の処分として社外へ支出する予定
の金額」及び「評価・換算差額等」を控除した金額 

価格変動準備金 貸借対照表の「価格変動準備金」の額

異常危険準備金 貸借対照表の責任準備金の一部である「異常危険準備金」の額

その他有価証券の
評価差額金・
繰延ヘッジ損益

（税効果控除前）

その他目的（売買目的、満期保有目的、関係会社株式に該当しない）で保有している時価のある
有価証券等（貸借対照表の買入金銭債権及び金銭の信託が含まれます）に係る評価差額金に当該
評価差額金に対応する「繰延ヘッジ損益」の金額を合計したもの。貸借対照表の純資産の部に
あるその他有価証券評価差額金及び繰延ヘッジ損益は、法人税等調整額を控除した金額ですが、
ここでは控除前の金額に90％を乗じた金額を表示しています。（評価差額がマイナスの会社は
100％の金額を表示することとなっています。）なお、当社はヘッジ会計の対象となる繰延ヘッジ
損益はありません。

その他 ｢配当準備金の一部」、「純資産の部のその他利益剰余金に係る税効果相当額」の金額。当社で
は「税効果相当額」の金額を表示しています。

ソルベンシー・マージン総額の内訳

1 保険引受上の危険
（一般保険リスク）

保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険 
（巨大災害に係る危険を除く）

2 第三分野保険に係る危険
（第三分野リスク）

第三分野保険について保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生
し得る危険

3 予定利率上の危険
（予定利率リスク）

積立型保険等予定利率を使用している保険について、実際の運用利回りが保険料
算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険

4 資産運用上の危険
（資産運用リスク）

保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生
し得る危険等

5 経営管理上の危険
（経営管理リスク） 業務の運営上、通常の予測を超えて発生し得る危険で上記1～4及び6以外のもの

6 巨大災害に係る危険
（巨大災害リスク） 通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険

通常の予測を超える危険（リスクの合計額）とは ▲ ▲

下記に示す各種の危険の総額を指します
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2.9 有価証券等の時価情報等（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（注） 上記以外の時価情報を有する取引はありません。したがいまして、次の取引は該当ありません。
■ 金銭の信託
■ デリバティブ取引（有価証券関連デリバティブ取引に該当

するものを含む）
■ 先物外国為替取引

■ 金融商品取引法に規定する有価証券先物取引もしくは有価証券先渡取引、
外国金融商品市場における有価証券先物取引と類似の取引（国際証券等
及び金融商品取引法第2条第1項第17号に掲げる有価証券のうち同項第1号
の性質を有するものにかかわるものに限る）

区 分
2019年度末 2020年度末

帳簿
価額 時価

差 損 益 帳簿
価額 時価

差 損 益
うち差益 うち差損 うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 − − − − − − − − − −
責任準備金対応債券 − − − − − − − − − −
子会社・関連会社株式 − − − − − − − − − −
その他有価証券 10,935 10,925 △ 10 51 △ 61 12,031 12,023 △ 7 43 △ 51

公社債 5,785 5,830 44 50 △ 6 5,291 5,316 25 35 △ 10
株式 − − − − − − − − − −
外国証券 5,149 5,094 △ 55 0 △ 55 6,740 6,707 △ 32 8 △ 41

公社債 5,149 5,094 △ 55 0 △ 55 6,740 6,707 △ 32 8 △ 41
株式等 − − − − − − − − − −

その他の証券 − − − − − − − − − −
買入金銭債権 − − − − − − − − − −
譲渡性預金 − − − − − − − − − −
その他 − − − − − − − − − −

合計 10,935 10,925 △ 10 51 △ 61 12,031 12,023 △ 7 43 △ 51
公社債 5,785 5,830 44 50 △ 6 5,291 5,316 25 35 △ 10
株式 − − − − − − − − − −
外国証券 5,149 5,094 △ 55 0 △ 55 6,740 6,707 △ 32 8 △ 41

公社債 5,149 5,094 △ 55 0 △ 55 6,740 6,707 △ 32 8 △ 41
株式等 − − − − − − − − − −

その他の証券 − − − − − − − − − −
買入金銭債権 − − − − − − − − − −
譲渡性預金 − − − − − − − − − −
その他 − − − − − − − − − −

（単位：百万円）

2.10 計算書類等について会社法による会計監査人の監査

本ディスクロージャー誌に掲載のカーディフ損害保険株式会社の財務諸表の適正性、及び財務諸表作成に係る内部監査の
有効性につきましては、当社代表取締役社長が確認しております。

2.12 財務諸表の適正性及び財務諸表作成に係る内部監査の有効性について

当社は、金融商品取引法に基づく監査を受けていないため、該当ありません。

2.11 貸借対照表・損益計算書及び株主資本等変動計算書についての
金融商品取引法に基づく公認会計士または監査法人の監査証明

当社は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、2019年度（2019年4月1日～2020年3月31日）及び2020年度
（2020年4月1日～2021年3月31日）の貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書等について、有限責任監査法人
トーマツの監査を受けており、監査報告書を受領しております。 
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保険事業の状況III.
1 主要な業務の状況を示す指標等

1 .1 正味収入保険料

（注）正味収入保険料 ＝ 元受正味保険料 ＋ 受再正味保険料 − 支払再保険料

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

構成比 増収率 構成比 増収率 構成比 増収率
傷害保険 10,388 96.6 5.6 11,219 97.2 8.0 11,260 96.9 0.4
費用・利益保険 364 3.4 0.1 325 2.8 △ 10.8 356 3.1 9.5
合計 10,753 100.0 5.4 11,544 100.0 7.4 11,617 100.0 0.6

（単位：百万円、%）

1 .5 保険引受利益

種 目 2018年度 2019年度 2020年度
傷害保険 △ 330 1,485  1,923 
費用・利益保険 207 208  246 
合計 △ 122 1,693  2,170 

（単位：百万円）

1 .4 解約返戻金
解約返戻金のある保険商品を取り扱っておりませんので、該当ありません。

（単位：百万円）

1. 正味支払保険金 ＝ 支払保険金（元受正味保険金 ＋ 受再正味保険金） − 回収再保険金
2. 元受正味保険金 ＝ 元受保険金 − 元受保険金戻入

1 .6 正味支払保険金及び元受正味保険金

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

正味支払保険金 元受正味保険金 正味支払保険金 元受正味保険金 正味支払保険金 元受正味保険金
傷害保険 6,051 5,728 5,941 6,216 6,160 6,871
費用・利益保険 17 17 20 20 32 32
合計 6,069 5,745 5,961 6,236 6,193 6,903

（注）

（単位：百万円）
1 .3 受再正味保険料及び支払再保険料

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

受再正味保険料 支払再保険料 受再正味保険料 支払再保険料 受再正味保険料 支払再保険料
傷害保険 2,280 2,650 1,752 2,737 1,334 3,488
費用・利益保険 − 1 − 2 − 3
合計 2,280 2,651 1,752 2,739 1,334 3,492

1. 受再正味保険料 = 受再契約に係る収入保険料 − （受再解約返戻金 + 受再その他返戻金）
2. 支払再保険料 = 出再契約に係る支払保険料 − （出再保険返戻金 + その他の再保険収入）

（注）

元受正味保険料 ＝ 元受保険料 − （元受解約返戻金 ＋ 元受その他返戻金）

（単位：百万円、%）

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

構成比 増収率 構成比 増収率 構成比 増収率
傷害保険 10,759 96.7 11.6 12,204 97.4 13.4 13,415 97.4 9.9
費用・利益保険 366 3.3 0.5 328 2.6 △ 10.4 359 2.6 9.6
合計 11,125 100.0 11.2 12,532 100.0 12.6 13,774 100.0 9.9

1 .2 元受正味保険料

（注）
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（注）1. 受再正味保険金 ＝ 受再契約に係る支払保険金 − 受再保険金戻入　
2. 回収再保険金 ＝ 出再契約に係る回収保険金 − 再保険金割戻

1 .7 受再正味保険金及び回収再保険金

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

受再正味保険金 回収再保険金 受再正味保険金 回収再保険金 受再正味保険金 回収再保険金
傷害保険 1,850 1,527 1,299 1,575 1,050 1,760
費用・利益保険 − − − − − −
合計 1,850 1,527 1,299 1,575 1,050 1,760

（単位：百万円）

（単位：%）

（注）1.正味損害率 = （正味支払保険金 + 損害調査費） ÷ 正味収入保険料
　　2.正味事業費率 = （諸手数料及び集金費 + 保険引受に係る営業費及び一般管理費） ÷ 正味収入保険料
　　3.合算率 = 正味損害率 + 正味事業費率

1 .8 正味損害率、正味事業費率及びその合算率

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

正味
損害率

正味
事業費率 合算率 正味

損害率
正味

事業費率 合算率 正味
損害率

正味
事業費率 合算率

傷害保険 59.6 24.0 83.6 54.6 19.3 73.9 56.5 17.4 74.0
費用・利益保険 5.0 27.1 32.1 6.4 23.7 30.0 9.3 22.1 31.5
合計 57.8 24.1 81.9 53.2 19.4 72.6 55.1 17.6 72.7
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（注）

種 目
2018年度 2019年度 2020年度

発生損害率 事業費率 合算率 発生損害率 事業費率 合算率 発生損害率 事業費率 合算率
傷害保険 59.6 26.4 86.0 56.6 23.9 80.5 67.9 22.1 90.0
費用・利益保険 3.1 18.8 21.9 6.1 20.5 26.5 11.7 22.9 34.5
合計 57.4 26.1 83.5 55.2 23.8 79.0  66.6 22.1 88.7 

2.1 契約者配当金　

2.2 出再控除前の発生損害率、事業費率及びその合算率

2 保険契約に関する指標等

（単位：%）

契約者配当金のある保険商品を取り扱っておりませんので、該当ありません。

1. 発生損害率 ＝ （出再控除前の発生損害額 ＋ 損害調査費） ÷ 出再控除前の既経過保険料
2. 事業費率 ＝ （支払諸手数料及び集金費 ＋ 保険引受に係る営業費及び一般管理費） ÷ 出再控除前の既経過保険料
3. 合算率 ＝ 発生損害率 ＋ 事業費率
4. 出再控除前の発生損害額 ＝ 支払保険金 ＋ 出再控除前の支払備金積増額
5. 出再控除前の既経過保険料 ＝ 収入保険料 − 出再控除前の未経過保険料積増額
6. 上記の費用・利益保険は、就業不能信用費用保険及び失業信用費用保険の合算値で、その他の保険商品については傷害保険に含まれております。

2.3 国内契約・海外契約別の収入保険料の割合

（注）出再先保険会社の数は、特約再保険を
1,000万円以上出再している再保険者を対
象としています。

（注）左記は、収入保険料（元受正味保険料と受
再正味保険料の合計）について国内契約及
び海外契約の割合を記載しています。

（注）

2.4 出再を行った再保険者の数と出再保険料の上位5社の割合

2.5 出再保険料の格付けごとの割合

2.6 未収再保険金

出再先保険会社の数 出再保険料のうち上位5社の
出再先に集中している割合

2019年度 4社 100.0%
2020年度 4社 100.0%

A以上 BBB以上 その他 合 計
2019年度 100.0% − − 100.0%
2020年度 100.0% − − 100.0%

2018年度 2019年度 2020年度
1 年度開始時の未収再保険金 990 1,101 1,428
2 当該年度に回収できる事由が発生した額 1,527 1,575 1,760
3 当該年度回収等 1,415 1,248 2,167
4 1+ 2 − 3 = 年度末の未収再保険金 1,101 1,428 1,021

（単位：百万円）

種 目 2018年度 2019年度 2020年度
国内契約 100.0% 100.0% 100.0%
海外契約 − − −

1. 特約再保険を1,000万円以上出再して
いる再保険者を対象としています。

2. スタンダード・アンド・プアーズ（S&P）の
格付けを使用しています。
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1 経理に関する指標等

1 .1 支払備金明細表 1 .2 責任準備金明細表

1 .3 責任準備金の残高の内訳

経理の状況IV.
（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

種 目 2018年度末 2019年度末 2020年度末
傷害保険 3,534 3,510 4,652
費用・利益保険 7 9 17
合計 3,541 3,519 4,670

種 目 2018年度末 2019年度末 2020年度末
傷害保険 5,195 6,664 6,529
費用・利益保険 547 564 553
合計 5,742 7,228 7,083

種 目 普通責任
準備金

異常危険
準備金 危険準備金 払戻積立金 契約者配当

準備金等 合 計

2018年度末
傷害保険 3,060 653 − 1,481 − 5,195
費用・利益保険 258 185 − 102 − 547
合計 3,318 839 − 1,584 − 5,742

2019年度末
傷害保険 4,140 586 − 1,937 − 6,664
費用・利益保険 276 196 − 90 − 564
合計 4,416 783 − 2,027 − 7,228

2020年度末
傷害保険 3,906 419 − 2,203 − 6,529
費用・利益保険 251 207 − 94 − 553
合計 4,157 627 − 2,298 − 7,083

1 .4 責任準備金積立水準

区 分 2018年度末 2019年度末 2020年度末

積立方式
標準責任準備金対象契約 標準責任準備金 標準責任準備金 標準責任準備金
標準責任準備金対象外契約 平準純保険料式 平準純保険料式 平準純保険料式

積立率 100.0% 100.0% 100.0%
（注）1. 積立方式及び積立率は、保険業法第3条第5項第1号に掲げる保険に係る保険契約及び保険業法第3条第5項第1項に掲げる保険を主たる保険と

している保険契約を除いています。     
2. 積立率 ＝ （実際に積み立てている普通責任準備金＋払戻積立金） ÷ （下記（1）～（3）の合計額）
（1）標準責任準備金対象契約に係る平成8年大蔵省告示第48号に定める方式により計算した保険料積立金及び払戻積立金（保険業法施行規則第

68条第2項及び第149条第2項に定める保険契約に限る）     
（2）標準責任準備金対象外契約に係る平準純保険料式により計算した2001年7月1日以降に保険期間が開始する保険契約に係る保険料積

立金、保険業法施行規則第68条第2項及び第149条第2項に定める保険契約以外の保険契約で2001年7月1日以降に保険期間が開始
する保険契約に係る払戻積立金ならびに2001年7月1日前に保険期間が開始する保険契約に係る普通責任準備金及び払戻積立金

（3）2001年7月1日以降に保険期間が開始する保険契約に係る未経過保険料 

区 分 2019年度末
残高

2020年度末
残高

2020年度
増減額

計上の理由及び
算定方法

貸倒引当金
一般貸倒引当金 − − −
個別貸倒引当金 − − −
特定海外債権引当勘定 − − −

価格変動準備金 15 17 2 貸借対照表注記事項に記載

1 .5 引当金明細表
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1 .6 貸付金の償却状況
貸付金はありません。

損害率の上昇シナリオ すべての保険種目について、均等に発生損害率が1%上昇すると仮定します。

計算方法

▲

増加する発生損害額 ＝ 既経過保険料 × 1%

▲ 増加する発生損害額のうち、正味支払保険金、支払備金積増額の内訳については、当年
度発生事故におけるそれぞれの割合により按分しております。

▲ 発生損害額の増加により、元受その他返戻金（優良戻し）の額が減少、再保険配当金が減少、
異常危険準備金の取崩額が増加、普通責任準備金（初年度収支残）が減少するものとします。

▲ 経常利益の減少額は、正味支払保険金・支払備金積増額の増加額、元受その他返戻金
（優良戻し）の減少額、再保険配当金の減少額、異常危険準備金の取崩額の増加額、普通
責任準備金（初年度収支残）の減少額を考慮した損益計算により求めています。

2019年度 2020年度
経常利益の減少額 △48百万円  △ 41百万円 

1 .7 損害率の上昇に対する経常利益又は経常損失の変動

異常危険準備金残高の取崩額 519百万円（決算時）、580百万円（損害率の上昇時）（注）

（単位：百万円）
区 分 2018年度 2019年度 2020年度

人件費  1,654   1,714   1,695 
物件費  1,521   1,504   1,529 
税金・拠出金・負担金  78   104   108 
諸手数料及び集金費  △ 518   △ 899   △ 1,085 
合計  2,737   2,424   2,248 

1 .8 事業費（損害調査費を含む）

（単位：百万円）

期首
支払備金

前期以前発生
事故に係る

当期支払保険金

前期以前発生
事故に係る

当期末支払備金
当期把握

見積り差額

2016年度 2,681 2,387 363 △ 68
2017年度 2,129 1,651 1,009 △ 532
2018年度 3,956 2,790 1,225 △ 60
2019年度 4,248 2,986 1,264 △ 3
2020年度 4,235 2,816 2,246 △ 827

1 .9 期首時点支払備金（見積り額）の
当期末状況（ラン・オフ・リザルト）

1. 国内元受契約に係る出再控除前の金額です。
2. 当期把握見積り差額 ＝ 期首支払備金 − （前期以前発生事故に係る当期支払保険金 ＋ 前期以前発生事故に係る当期末支払備金）

（注）
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1 .10 事故発生からの期間経過に伴う最終損害見積り額の推移表　

（注）1. 国内元受契約に係る出再控除前の金額です。
2. 「比率」欄には、前年度末における累計保険金と支払備金の合計額が、当該年度1年間で変動した倍率を記載しています。
3. 「変動」欄には、前年度末における累計保険金と支払備金の合計額が、当該年度1年間で変動した額を記載しています。

（単位：百万円）
事故発生年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

金 額 比 率 変 動 金 額 比 率 変 動 金 額 比 率 変 動 金 額 比 率 変 動 金 額 比 率 変 動

累
計
保
険
金 +

 

支
払
備
金

事故発生
年度末 3,956 5,794 5,961 6,202 7,772

1年後 3,937 0.995 △ 18 5,747 0.992 △ 46 5,809 0.975 △ 151 6,747 1.088 545

2年後 3,940 1.001 2 5,809 1.011 61 5,996 1.032 186

3年後 3,977 1.010 37 5,843 1.006 34

4年後 4,026 1.012 48

最終損害
見積り額  4,026  5,843  5,996  6,747  7,772 

累計保険金  3,922  5,646  5,685  5,302  4,070 

支払備金  103  197  311  1,445  3,701 

（傷害）
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当社は、安定した利息収入の確保と資産の健全性維持を目標とした資産運用を行っています。具体的には、流動性に配慮
しつつ、安全性、収益性の優先順位に基づき、高格付けの円建て公社債を中核とした運用を行っています。

2） 当社の運用方針

当社の運用方針に鑑み、引き続き円建て公社債を中核とした運用を行いました。主な資産構成は外国証券（円建外債）
28.3%、国内公社債（国債など）22.4%となりました。

資産運用収益は、利息及び配当金収入、有価証券売却益がともに増加したことにより、前年度比22百万円増の52百万円
となりました。一方で、資産運用費用は前年度比7百万円増の25百万円となりました。その結果、資産運用関係収支は
前年度から14百万円増加し27百万円となりました。

3） 運用実績の概況

2 資産運用に関する指標等

2.1 2020年度の資産の運用概況

1） 運用環境

2020年度の日本経済は、当初は新型コロナウイルス感染症の世界的拡大を背景とする経済活動の停滞や外需の縮小に
より、大幅に悪化したものの、その後、財輸出が堅調に推移し、設備投資も底打ちし、個人消費も回復基調となり、後半に
かけては緩やかに回復しました。

こうした国内経済情勢のもと、運用環境は以下のとおりとなりました。

国内株式市場は、年度前半には新型コロナウイルス感染症の世界的拡大により大幅に下落していた日経平均株価は、国内
新規感染者数の増加ペースが鈍化したことや、国内経済指標が改善を示したこと等から反発しました。年度後半に入って、
経済対策の早期成立期待、新型コロナウイルスワクチン普及に伴う経済正常化期待から日経平均株価は上昇基調継続し、
2月15日に約30年ぶりに3万円を超えました。年度末に向けて日経平均株価は3万円を割りましたが、昨年来高値圏で
推移しました。この結果、当年度末の日経平均株価は対前年度末比10,261円79銭上昇の29,178円80銭となりました。

国内長期金利は、年度前半には、日銀が国債買入上限枠の撤廃を含めた大規模な金融緩和策を導入したことから、金利は
マイナス圏まで低下し、その後も新規感染者数増加の懸念からしばらく低位に推移しました。年度後半に入って、大規模な
財政支援策や国内の新規感染者数の増加ペースが鈍化したこと等から、金利は上昇する展開となりました。ワクチン接種
の普及や追加経済対策の成立などを背景とした景気拡大期待などに支えられ、米国を中心に金利上昇基調となり、これを
受けて日本長期金利も上昇しました。この結果、当年度末の新発10年国債利回りは対前年度末比0.115%上昇の0.120%
となりました。

円ドルの為替相場は、5月にかけては、国内新規感染者数の増加・大規模な金融緩和の導入など、様々な事象が生じる中
でドル円は狭いレンジで上下しました。その後、6月に入り米国の経済指標が大幅な改善を示したことから、ドルが円に
対して買われたものの、その後は米国の新規感染者数が再び拡大傾向となったこと等から一転して円高基調となりました。
年度後半に入って、米金利の上昇などを背景に、米ドル高・円安が進行し、円相場は1米ドル＝110円台後半で年度末を
迎えました。この結果、当年度末の円ドルレートは対前年度末比1円88銭円安ドル高の110円71銭となりました。

円ユーロの為替相場は、5月以降、欧州主要都市における都市封鎖が緩和されたことや、欧州経済指標に改善の兆しが
見られたこと、そして欧州中央銀行の金融緩和余地が主要中銀に対して限定的だったことから、ユーロが円などの主要
通貨に比較して買い進まれ、ユーロ円は上昇する展開となりました。年度後半に入っても、欧州復興基金の設立によって、
ギリシャやスペインなど周辺国の破綻リスクが格段に低くなり、欧州に対してより安心して投資できる状況になったこと等
からユーロ円は上昇基調継続しました。この結果、当年度末の円ユーロレートは対前年度末比10円25銭円安ユーロ高の
129円80銭となりました。
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区 分
2018年度末 2019年度末 2020年度末

金額 構成比 増減 金額 構成比 増減 金額 構成比 増減
預貯金 2,399 13.1 △ 1,933 2,216 10.5 △ 183 4,623 19.5 2,407
コールローン − − − − − − − − −
買現先勘定 − − − − − − − − −
債券貸借取引支払保証金 − − − − − − − − −
買入金銭債権 − − − − − − − − −
商品有価証券 − − − − − − − − −
金銭の信託 − − − − − − − − −
有価証券 8,146 44.4 2,793 10,925 51.7 2,778 12,023 50.7 1,098
貸付金 − − − − − − − − −
土地・建物 85 0.5 △ 13 73 0.3 △ 12 60 0.3 △ 12
運用資産合計 10,631 58.0 846 13,214 62.6 2,583 16,708 70.5 3,493
総資産 18,336 100.0 6,279 21,122 100.0 2,785 23,701 100.0 2,579

2.2 ポートフォリオの推移（資産の構成及び増減）

2.3 利息配当収入の額及び運用利回り

（単位：百万円、%）

（単位：百万円、%）

区 分
2018年度 2019年度 2020年度

利息配当収入額 運用利回り 利息配当収入額 運用利回り 利息配当収入額 運用利回り
預貯金 0 0.00 0 0.00 0 0.00
コールローン − − − − − −
買現先勘定 − − − − − −
債券貸借取引支払保証金 − − − − − −
買入金銭債権 − − − − − −
商品有価証券 − − − − − −
金銭の信託 − − − − − −
有価証券 10 0.18 13 0.15 27 0.24
貸付金 − − − − − −
土地・建物 − − − − − −
小計 10 0.12 13 0.11 27 0.19
その他 − − − − − −
合計 10 0.12 13 0.11 27 0.19

（注）1. 利回り計算式の分母は、帳簿価額ベースの平均運用額、分子は経常損益中、資産運用収益 − 資産運用費用として算出した利回りです。
2. 平均運用額は、各月末残高の平均に基づいて算出しています。
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2.5 資産運用費用明細表

2.6 商品有価証券の平均残高及び売買高

商品有価証券は保有しておりませんので、該当ありません。

区 分
2018年度末 2019年度末 2020年度末

残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比
国債  2,628   32.3   2,605   23.8   2,428  20.2 
地方債  1,738   21.3   2,467   22.6   1,887  15.7 
社債  763   9.4   757   6.9   1,000  8.3 
株式  −   −   −   −   −  − 
外国証券  3,016   37.0   5,094   46.6   6,707  55.8 
その他の証券  −   −   −   −   −  − 
合計  8,146   100.0   10,925   100.0   12,023  100.0 

2.7 保有有価証券の種類別の残高及び合計に対する構成比
（単位：百万円、%）

（単位：百万円）

（単位：%）
区 分 2018年度 2019年度 2020年度

公社債 0.18 0.05 0.08
株式 − − −
外国証券 0.18 0.30 0.37
その他の証券 − − −
合計 0.18 0.15 0.24

2.8 保有有価証券利回り

2.4 海外投融資に関する指標

「海外投融資残高及び構成比」については、「2.7 保有有価証券の種類別の残高及び合計に対する構成比」をご参照くだ
さい。「海外投融資利回り」は、「2.8 保有有価証券利回り」をご参照ください。

区 分 2018年度 2019年度 2020年度
支払利息 − − −
商品有価証券運用損 − − −
金銭の信託運用損 − − −
売買目的有価証券運用損 − − −
有価証券売却損 0 1 2
有価証券評価損 − − −
有価証券償還損 − − −
金融派生商品費用 − − −
為替差損 0 1 4
貸倒引当金繰入額 − − −
貸付金償却 − − −
賃貸用不動産等減価償却費 − − −
その他運用費用 9 14 18
合計 10 17 25
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（単位：百万円）

区 分 1年以下 1年超
3年以下

3年超
5年以下

5年超
7年以下

7年超
10年以下

10年超
（期間の定めの
ないものを含む）

合 計

2
0
1
8
年
度
末

国債 301 463 881 725  255 − 2,628
地方債 − − 103  408  1,226 − 1,738
社債 − 103 − 257  402 − 763
外国証券 801  1,112 902 200 − − 3,016

公社債 801  1,112 902 200 − − 3,016
その他の証券 − − − − − − −
合計 1,102  1,679  1,887  1,592  1,884  − 8,146

2
0
1
9
年
度
末

国債 − 100 663 1,283  203 353 2,605
地方債 − − − 306  1,459 701 2,467
社債 − 101 − − 655 − 757
外国証券 − 703 704 2,679  314 692 5,094

公社債 − 703 704 2,679  314 692 5,094
その他の証券 − − − − − − −
合計 − 906  1,367  4,269  2,633  1,747  10,925

2
0
2
0
年
度
末

国債 352 865 714 100 − 395 2,428
地方債 − 101 102 982 701 − 1,887
社債 − − − 300 699 − 1,000
外国証券 402 1,505 2,605 813 494 885 6,707

公社債 402 1,505 2,605 813 494 885 6,707
その他の証券 − − − − − − −
合計 755 2,473 3,422 2,197 1,895 1,280 12,023

2.9 有価証券の種類別の残存期間別残高

当社は保険約款貸付及び一般貸付は行っておりません。したがいまして、「貸付金の残存期間別の残高」、「担保別貸付金
残高」、「使途別の貸付金残高及び構成比」、「業種別の貸付残高及び貸付残高の合計に対する割合」及び「規模別の貸付金
残高及び貸付残高の合計に対する割合」の掲載を省略いたします。

2.11 貸付金に関する指標

2.10 業種別保有株式
株式は保有しておりませんので、該当ありません。

2.12 有形固定資産及び有形固定資産の残高

区 分 2018年度末 2019年度末 2020年度末
土地 − − −

営業用 − − −
賃貸用 − − −

建物 85 73 60
営業用 85 73 60
賃貸用 − − −

建設仮勘定 − − −
営業用 − − −
賃貸用 − − −

合計 85 73 60
営業用 85 73 60
賃貸用 − − −

その他の有形固定資産 30 30 20
有形固定資産合計 115 103 81

（単位：百万円）
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3 特別勘定に関する指標等

特別勘定資産は保有しておりませんので、該当ありません。

保険会社の運営V.
1 リスク管理の体制

2 法 令 遵 守 の 体 制

3 健全な保険数理に基づく責任準備金の確認についての合理性及び妥当性

3.1 第三分野保険における責任準備金の積立の適正性を確保するための考え方

医療保険やがん保険、介護保険などの第三分野保険は、商品内容の多様化が進んでおり、また、医療政策の変更や医療
技術の進歩等による影響がもたらす不確実性が高いという特徴があります。当社では、こうした第三分野保険のリスク
特性を踏まえ、平成10年大蔵省告示第231号に従いストレステストを実施しています。また、ストレステストの結果を
踏まえ、保険業法第121条に基づく負債十分性テストを行い、責任準備金の十分性を検証しています。

P.28をご覧ください。

P.30をご覧ください。

3.2 負債十分性テスト、ストレステストにおける危険発生率等の設定水準の合理性及び妥当性

負債十分性テスト及びストレステストにおける危険発生率は、法令及び社内規定に基づき合理的に設定しています。危険
発生率は実績の発生率等を基礎として、保険金等の増加をそれぞれ99%、97.7%の確率でカバーする水準としています。

3.3 負債十分性テスト、ストレステストの結果（保険料積立金、危険準備金の額）
ストレステストの結果、2020年度において、危険準備金を積み増す必要はありませんでした。また、その結果、負債十分性
テストの対象となる商品区分はありませんでした。

子会社等はありません。

保険会社及びその子会社等の状況VI.
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この資料は保険業法第111条に基づき、当社の事業活動お
よび財務状況などをご報告するために制作したディスクロー
ジャー資料です。決算データは、明示している場合を除き、
2021年3月31日現在の情報です。決算データ以外は、明示
している場合を除き、2021年6月1日現在の情報を記載して
います。

記載された2018年3月31日以前の情報は、カーディフ・
アシュアランス・リスク・ディヴェール日本支店に関するもの
です。2018年4月1日以降の情報は、カーディフ損害保険
株式会社に関するものです。
最新の情報はホームページでご覧いただけます。

 カーディフ損害保険株式会社 
https://nonlife.cardif.co.jp
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